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Ⅰ緒言

筆者は今から20年程前に「東山産スミレ科植物－1と越して当時知られたる東磐井都塵のス主ピを23

－線程記載したことがあった。今それを見ると貌寮にも同定にも粗潟があり，抑11の誤りを犯し脾に汗

領ものである。其の後仕事の都合で気仙郡に移り，夏に台湾，大阪と樽々．し，昭和18年6月大卒洋戦

争の最中に岩手に引揚げ再び舞土植物に親しむ身とはなった。鯵戦の直前戟灸に逢い多年蒐集した篠

本賓料の大牛を失ったので参るるが，車にもスミレ属は自宅に置いたので焼失を曳かれた。その間に

於て青森の村井三郎氏！水沢の岩淵初郎氏，釜石の笹村醇二氏，遠野の小水内長太郎氏，又故人とな

られた鳥羽源戒氏，稲田裕氏等の努力により我者手のフローラも次第に明かにされ世に恕介せられ発

のであるが，スミレ類の探究も大いに進み，新品奇蹟の検出も続出し今や再検討の時期が到爽したも

のと考えら－る，庭海老は殴徒の蒐集晶に最近数年間の醸集晶を加え・更に当大学農学部及び学慕

学部の靡戒篠本，学生猪苗代君の蒐集篠本を槍し，文感に関して本勝彦スミ㌣属諸程に再検討を施－

し，その結果を虚に報告す．ることにする。伊戒篠本の視察，文献の閲覚に対し格別の煉葺を与えられ

料本学農学部教按永井政次博士並に材癖か蒐集整理に労を惜しまなかった猪首代正憲君に対し厚く御

軋申上げる。

Ⅰ∴岩手県スミレ研究小史

弦に研究小史として述べんとする・ものiま，文献解題とでもすべきもので大正年代以後のものに

限定することにする。それ以前のものは岩手山，早池峯，一五葉山，須川岳等の植咳採集目録叉は

採集紀行の形式で植物学雑誌や山岳誌等に発表せちれたものがあるが1既に古く歴史的回顧の資

料以外には格別の参考にはならないと思う敢・今はそれに触れな－ム、ことにした。以下年代願に

蓮べる。）内の数字は文献番號である。

．1）
1，濱大正14年（1925）和用忠次郎氏・

和川氏は江刺那伊手相の入，、鳥羽氏と共に岩手掛直吻研究史上特筆さるべき大先輩で菌聾

類，蔚密執粘菌類の探究に盤れた功績は大きい。氏は江刺都連のスミレとして攻の－も

のを謡録された。、イヌスミレ・エブネミレ・ノオネパキスミレ・アアビスレケマル′ぜス

ミレ，ニネイタチッボスミレ，スミレ，アカネ久ミレ，、ミヤマスミレ，タチッポスミレ，

スミレサイシッ，ツボスミレ，アギスミレ，ノ、イッニボスミレ，シハイスミレ，ヒオグスミ

レ（以上16種）－r70〕一



岩手願のスミレ、（菊地政雄）  

2〕  

軍，昭和5年（1930）村井三郎氏   

村井氏の岩手植物志は岩≒F7ロ∵ラの基礎的著作で本学農学部所蔵の標本を基礎ともてい   

ろ。本書中に収録せられたスミレ属は次の如し。  

エブノタチッボスもレ，キバナノコマノブメ，ウス′で「スミレ，オネバキ几スミレ，タカネス  

モレ，エブスミレ，タチッボスミ、レ，サクラスミレ，Lォネバタチッボスミレ，コス■ミレ，  

スミレ，イブキスミレ，フヂス 

ミレ，アカネスミレ，ヲカスミレ，アケボノスミレ，ミヤマスミレ，フィリミヤマスミレ  
ヽ、   

ヒナス 

4） 
3，昭和6年（1931）菊地政雄氏   

筆者の若年時代のもので文献として底値のあるものではないが参考までに記載した検案を   

あげて見ると，  ／  

ス，ミレ，喀／ロ㌧べナズミレ，ノヂスミレ，ツボスミレ，ハイツボスミレ，タチッボスモーレ，  

ナガバタチッボスミレ？，ニネイタチツボスミレ，オネタチッ、ボスーミ▲レ，ナガン、シスミレ  

アカネスミレ，サクラスミレ，ケマルバスミレ，シハイスミレ，ヒカグスミレ，アブヒス  

ミレ，イブキスミレ，7ヂスミレ，アケボノスミレ，ヒナズミレ，スミレサイシン㌧ コミ   

ヤマスミレ，土ブスミレ【（以上23種） 
5＿）  

屯 昭和7年（1932）瀬川宗吾氏   

瀬川氏そ革八幡平附近の植物を調査されスミレ属3種を娩出された0  

キ′ヾナノコマノブメ，ウスバス′ミ レ，オ滴′寸キスミ レ  

33）  
5，昭和て年（1932）本田正次氏   

東京大学の本田博士は故鳥勿氏が盛岡附蓮より見出したアギスミレの一型を新変種と妄鑑  

め，ハタカーリアギスミレ（γね坑オ5似研〟加軌〝滋Var・虜z′αゆαねHonda）として植物   

学薙誌で発表された。  

6）  
6l昭和7年（1932）顧問裕氏   

顧問氏は紫波郡赤沢柑の人，軍手師範を卒えて煤下初等教育に饗事する傍ら，、多年岩手媒   

植物研究に淫衷されフローラ究明のため滝大なる功績巻たてられたが，惜しいかな昭和14   

年肺炎のため永眠された。氏の同人薙誌と見るべき 

れたが：スミレについては当時煤下未記録建として次の5種を報告されている。   

ヶタチッポろミ、レ（騒内），ア 

一〔71〕－   



岩手麻のスミレ （菊地政経）  

ガタスミレ（臨界），オネタチッボスミレ（盛岡）。  

8）  
7，昭和8年（1933）岩淵初都民  

阻沢郡南都田村字荻之琵南方の山地転於てフモトスミレの群落を発見報告せられた0元奄   

7モトスミレは中部以南の暖地のもので我が東北あ、らは最初の記録となった。  
14）  

8，昭和9年（1934）加藤遅舗氏  
●  

加藤氏は盛岡農事在学中掛ニスミレに興味をもたわて廟穿患っまれ，岩手煤未記録軽骨踵   

を輸出発表せられキ。シロスミレ（盛岡市1日黄金馬場）・ケナシス、ミレ（岩崎柑），アナグン   

さスミレ（浅岸柑）  

15、）  
玖 昭和9年（1934）松岡孫治氏   

松領民は秋阻煤の人！八幡平附近の植物を調査せられて発葬されたが，八幡平産のスミレ   

として次のもの単記録せられた0アラグキスミレ，ウス／でスミレ，ミヤマスミレ・フ、＝   

ミヤマスミレ，ヅボスミレ・ス亨レ1種0  

10，昭和9年（1934）岩淵初郎氏（東北博物界1壊）  

フモトスミレが水沢町大鐘の拾林中に産することを報ず0  ガ  

9）ノ10）  

11，昭和9年（1934）岩淵初郎氏   

焼石岳植物研究の権威であられる岩淵氏は本論文に於て靡石岳産スミレを次の4種記載さ   

れた。ツボスミレ，オヰバキスミレ，ウス′ヾスミレ・キバナノコ、マノブメ0  

19）  
12，昭和9年（193年）鈴木長治氏   

鈴木氏は須川岳慶大ミレとして次の5種を記載した。カ‾節iヾキスミレ・くコストγ，ツボス  

ミ レ，．ウスバスミレ，ミヤマスミ レ0  

7）  
13；・昭和10年（1935）福田裕氏  

岩手の高山帯に分布するスミレの種類及び分布を報じられた0  

キ′ヾナノコマノツメ（早池峯，焼石岳，騎ケ岳，岩手山，八幡平）  

ゥ ス バスしレ（早池峯，焼石岳，駒ヶ岳，裏手山，八幡率，五葉山）  

ォ元バヰスミ レ（須川岳，癖石岳，■和賀岳，働ケ岳，岩手∬，八幡平）  

タ カ ネ 不 ミ レ（約ケ岳，岩手山）  
3）  

14，昭和10年（1935）由井三郎虎  
16）  

15，昭和10年（1935）柏木喜市氏  

締井，柏木両氏は相前後して，岩手基準帝植物目録及び三陸植物志を青森営林局より出版  

⊥イ72j－   



岩手麻のス峰ミレ （菊地政雄）   

せられた。両署は岩手産の種執こついては殆ど同じ資料に基くと思われるので両書に記載   

されたスミレ 

キ′ヾナノコマノブメ，ウスバスミレ，オネバキスミレ，アラグキスミレ，タカネス・ミレ，   

ェブスミレ，タチッボスミレ，ケタチッボスミレ，オトメスミレ，、サクラスミレ，コスミ   

レ，オネタチッボスミレ，ケオネタチッボスミレ，スミレ，ケナシスミレ，エブ亡タチッボ   

スミレ，イブキミスレ，フヂスミレ，アフヒスミレ，ニ漆ヒタチッボスミレ・ケマルバス  
営   

ミレ，瓜ゾシロ′ヾナスミレ，アカネスミレ，アケボノスミレ，ナガハシ、スミレ，ミヤマス   

ミ．レ，フィリミヤマスミレ，アギスミレ，ハタカリアギスミレ，ヒナスミレ，▲スミレサイ   

シン，グンヂスミレ，トッポスミレ，ノヂスミレ，ヒカグスミレ（以上は相知氏首線の分），■ t   

マルパケスミ■レ，オ．かヾタチッポチモレ，タカスミレ，ハイツずスミレ，シハイスミレは・   

上の5種は柏木氏の植物志のみに記載のもの，産地の明示なきものあるぼ考までに記す）  
11）  

16，昭和12年（1937う 岩淵初都民   

次の3種の未記録種を報告された○ネソバスミ・レ（黒石柑いヤアラボスそ∵レ（焼石高｝  

アイヌタチッボスミレ（焼石岳）。  

17）  
17，昭和12年（1937）笹柑絆二氏   

笹村民はコサクラスミレが遠野に差することを報ず0  

2a）  
18，昭和12年（1937）富樫洛吾，彗浦参之助両氏   

両氏は桑川放牧地の植物調査をせられ立派な報告書を出されたが同地方から次のチミ′レを   

繰出されている。マルパケスミレ，タ吏ッボスミレ，ケみッボスミレ，サクラスミレト   

コサクラスミレ，コスミ′レ，スミレ，エブタチッボスミレ・アフぢスミレ，アカネスミレ  

アケポノスミレ，スミレサイシン，ツボスミレ〇 ／  

12）  
19∴昭和12年（1930）岩淵初郎氏   

阻沢郡植物目録（其6）中に記載されたスミレ属は次の如し0  

キバナ′うマノブメ，オかヾキスミレ，タカネスミレ，ミヤマツボスミレ，タチッボスミ≠ 

レ，ケタチッボスミレ，サクラスミレ，オネタチッボスミレ，スミレ・ケナシスミレ，エ   

ブノタチッボス 

レ，フモトスミレ，ミヤマスミレ，アギスミレ，アイヌタチッボスミレ，ノヒナスモ 

ミ㌣サイシン，ツボスミレ（以上22種）。  

18）  
2仇 昭和14年（1939）小水内良太郎成  

一〔73〕－－   



岩手煉り大宅レ（菊地改革）  

カ、水内氏は上閉伊郡乗橋地方の植物を調査せられて発表され，スミレ偲次の如寧ものを記   

載された。エブタチアボスミレ，オネバキスミレ，シd′けタチッボスミレ，サクラスミ  

｝，√オネバタチッボス享レ，不ミレ，ア7ヒスミレ，ケマノレバスミレ，アカネスミγ，ぐ  

ヤマスミレ，スミレサイシン，ツボスミレ。  

37）  
釘，昭和14年（19坤）中井猥之進氏   

寛京大学の中井博士は日本本土の中郡及び北部高山帯に分布する「オかヾキスミY」の仲   

」削こ色々の異品を混ずることに注意するところがあったが，・速に従来ダイセンヰスミレと   

なLた1変種を特立の種と認め新種として発表せられた。同時にミヤマキスミレを本部嘩   

の変痙に移された。而して両種共我岩手山にも産することを蓮べて居るので我が裏手のス  

ミレ「フローラ」に2種を加えられることになった。即ち   

ダイセン 

ミ Var・aCumhulia Nakai（同  上）  

13）  
22，昭和18年（1943）岩淵初郎氏   

焼石岳植物の槍補目録ともせられる著作でスミレ屈も大いに暫している。  

キバナノコマノヅメ，ウスノデスミレ，オかぐキ不．ミレ，タカネスミレ（経塚山附近），ミヤ  

マツボスミレ，タノチッボスミレ，ケタチッボスでレ，1スミレサイシン，ミヤマスミレ，ア  

カネスミレ，オネタチッボスざレ，ツボス．ミレ，ケスミレ，アフヒスミレc  

21）  
23，昭和23年（1948）藤沢統悦氏  

藤沢氏は内地留学生として盛岡農事永井教授の下で主として岩手阪南地方のスミレ属を調  

査され，‾その報文な未発表のま1同教室に保存されている。詳しい解剖図が作られてある  

ので今後わ研究に対し好い資料どなるであろう。種痘は主として一関附近のもので次の16  

種となっている○アブ 

オネタチッボスミレ，サクラスミレ，スミレの1種（多分アカネ・スミレの夏塾であろう。）  

ヒカグスミレ，スミレサイシン，ナガハシスミレ，シロバナスミレ，アギスミレ，ツボろ   

ミレ，タチッボスミレ，ミヤマズミレ。  

22）  
24，昭和24年（1949）藤沢硫悦氏   

一関蘭軌岬スミレを由介された。スミレ，シロバナスミレ、！マキノスミレ，タチッボス   

ーミレ，ナガハシ不ミレ， ツボスミレ，エブス、ミレ，、アケポノスミ、レ，サクラス享レ・ニオ   

′イタチツボスミレ，アカネスミレ。  

■イ「㌢4〕一  

1、   



岩手願のスミレ （菊地政雄）  

32）   
25，昭和宰4年（1949）、上井公夫，藤巻惇両氏  

上井，藤巻の両君は釜石高校学生であるが，小水内，笹村雨氏由指導の下で極めて義心に   

釜石地方の植物を調査しつ1ある。その弟1我として植物採集目録を出された。その中で  

スミレは次の如く記録せられた。キバナノコマノブメ，．ウスバスミレ∴ォふバキスミレ， J■  

マルパケスミレ，エブスミレ，タチッボスミレ，シロバナタチッボスミレ，ケタチッボス  

ミレ，サタラスミレ，ケスミ｝，ケナシスミレ，イヌスミレ，アフヒスミレ，ケマルバス  

ミレ，アカネスミレ，アケポノスミレ，ミヤマスミレ，ツボスミレ（以上18種）。  

由上で最近迄に筆者の目にとまった文献によって本煤スミレ属探究の経過を述べ姦したので次  

で再検討忙移る占  

Ⅲ 岩手懸産スミレ属の再検討  

琵では紙面の都合上再瞼討の結果，除外すべきもの，新に加うペきもの，疑惑なるもの等に？  

いて述べる。  
’  

1，岩手煤産の種類として記載せら弟たもの1中，除外するを適当と認む、るもの○  

1）フヂスミレ l差 招葎勿β乃5才5NAlてA1  
4）  12）  

本種は筆衰によりて東磐井郡に産するこ、とが報ぜられ，岩風面加沌て水沢より報告さ  
2）   3）  16）  

れ村井氏によりて浅岸，葛根問に，柏木氏によりて門馬に産することが記載されて居  

るが，／筆者のもの昼マキノスjレの誤認であり，、岩淵氏のものはフモトスミレの夏型で  

あったことが同氏自身の確認するところとなづた。村井ぬ柏木氏のものは不明なるも  

恐らくヒナスミレ又はミヤマスミレの斑葉型の1品ならんと推定される。故に筆者は後 

、自の祈矧こより七本種が本騒に産することの確証を得るまで本酪目録より除外するを適  

当と認める。   

2）アイヌタチッポチミレ＼γ二sackalinensisBoisseu  
11）  

本種は岩淵氏によりて焼石岳より報告されて居るが，同氏の談によると本報告の基礎に  

なった標本は花のない不完全品ぞ小泉博士の同定であつたとの事である。タチッポスト  

レとの区別のはつさりしないものであるか′ら，同氏の同意を得て完全品の発見挙れる患  

■で本煤目録より除外することにする。   

3）オネ′ヾタ≠ッボス！t／V bdmlchaddhi，mBeck・etHult－  

2）  ‡6）  

本種は村井氏によ－りて外山より報告され！「柏木氏によりて引用記載され又小水内動キ  

「｛プ5〕一   



岩手願グ）スミレ′（菊地政雄）   

18）  
よりて栗橋地方より報告されたが村井氏の報告の原標本は矧こ農学部標本要に併載され  

て屠る甘（外出，、1906，June2皐 K．SAWAt）A）其め後該標本に対し村井氏自身が再  

検の上「オネタチッボスミレ」の花のすぎた春型として可なるべ‘し，但し毛多き憾あり  

と手記し七屠られる。若い実のあろ地上部のみの標本で托糞及び葉形はツギスミレ型に  

して更に大形，葉の表裏特に裏面娠上に椅あらき毛を散生するもので今以って解決のつ  

かないものである。′J、水内虎のものは多分オネタチッボスミレの誤認であろうと思われ」  

ヽ  

る。  

4）デカスミレ Ⅴ㌧が初物邪狛叩如毎払 Makino 
2）  16）   

本種は村井氏によりて釜石産が記載され柏木氏によりて引用記載されナこが頗標本は   

現在農学部標本中に鬼相澤れる。（釜石鳥ケ沢産Apri120・・1909∴荒木閏良戒採集）   

後に村井氏再検の上コスミレと訂正手記されて居るので本種は本騒目鋳より除外され  

る〇  

5）ナガバタチッボスミレ？析 0γαわー∂抽）符gαMakino？  
罰官  

筆者によりて藤沢，室根仙より報告されたがニネイタチツボスミレの夏型の誤認であつ  

たので除外する。  

6）ハイツボスミ・，・Vl7JeYeCundaA・Grayform・radica聯Makino  
4）  一16）  1）   

筆者によりて落款山よれ柏木氏によりて盛岡よわ，、又和川氏によりて江刺郡より報告   

されているが，筆者のものはヒメアギスミレと認むべきものであり，文相木ぬ和川氏   

の分は不明である。然しながら別に筆者の採集品中にも又農学部標本中にもそれと認む 

ノ  ベさ型が沢山あるが，ツボスミレの－・生態型であるとの教が有力であるのナ・先ず本駄   

目録より除外することにした。  

7） コミヤマストり ■杭∴朋初め腰払血該班αⅣakino  
4） 

筆者によりて記載された本種はミヤマスミレの誤認であったので除外する○  

8）ネソ′ヾス＝／γ∴刺お肌画地津oidzumi  

ll）   
本意は岩淵氏七よりて黒石村より報告されたが本種は現在マキノスミレ（Ⅵ0／α   

肋肋0ダBbiss．）と同一物であ1ると思われるので産地名ギけ生かし種名は除外する   

ことにする。  

9）シハイチミレ Ⅴ・露扉釘釦＝唖洩ino  
1）   

4）  本種は筆者によりて東磐井都より和川氏によりて江刺郡より・文相束氏によりて三陸地  

－l‾ 7い j一一   



＼  岩手麻のスミレ し菊地政雄）  

16）  
方（産地を明示せず）より報告され，ノ曳螢学部標本中にも村井庶によわて同定された花   

巻温泉産，江刺郡廟岡村産の標品がある。筆者の、ものはコ云ミレの誤認であったし，村  

井氏同定のものは今日の知見ではマキノスミレと見るの．が適当であり，■和川氏，柏木蔑   

のものは不明なるも恐らくマ妄ノスミレならんと推定される。故に本痍はh▲切本蘇目録  

より除外することにした。  

10）アブグンジスミレ 坑 て吻旬卵鹿Var・如ガ才fαプ享αRE（三ⅢJ  
14）  

本線ま加旛氏によりて初めて浅岸産として報告されたのであるが不思議なこ主には同じ 
3〕   l∈，）  

資料によると思われる村井氏や柏木氏は姫鰍【j（U・Kato）として居り棒名もグンジ’ス  

ミダレ（析ひαグ鹿冴あvar・頑雛戒昭M沈no）としている0事情を知らぬものに   

とっては本煤に近縁の2穫が実在するようにもとれるのである0当時採集に同行した佐  

野氏（本学学芸学部教官）の語るところによれば浅岸方面で採？たことは催や、であると   

言う。郡し筆者等はその後姫締出嘘で自生養碇めたので産地は浅岸，姫紳あ両方とも生  

きる。次に種名の問題であるが折て燐壷都塵Var・如ぁゎおダブαREO乱（アブグンジ  

スミレ）と言うのは菓真の緑色のものに命ぜられたものであるから本麻産のものに当て  

ヽ ることは不適当と思われる。故に本種は柑井氏の選定した 折∴函抑抱卵庖u閥r．  
1  

タ露妙0乃わαMakinoグンジスミレが生きてアうグンジス1レ、が除外される0鈴花色は  

牧野博士の原記覇によると花餅萎色（PetatesviolユCeOuS）となって居るが筆者の採集  

品は姫紳川麓のものも陸奥馬仙狭産のも′のも共に帯紅頁色であった。この点後目の祈艶  

に侠つこ・とにする○  
ノ  

2，新たに岩手蘇フtトーーラに加うべきスミレ  

1）ヒトッパエブスミノレ γ∴由壷闇矧錐ば由var・S才力ゆJわ紳助Makino（仮同定）   

筆者は盛岡市浅岸の山地からヒトツ′ヾエブスミレ窺似の1品を得た，。自宅にも移し植え 

て観察中であるが，去ギに解決がつかない。何れ研究を蓋して詳嶺したいと思うが今仮   

に前記の饉と同定し岩手フローラ 

2・）コシロスミレ ニ析 招α乃（ね滋野rJどαⅤユr．α蕗βgrβ72ざNakai  
14）   

スミレの白花品－とぁる。本穫は加藤氏によりてシロス、、、ミレ（析劫扁豪）とし七報告  

されたものであ挙が（盛岡義金馬場産May24，1931）現に農学部標本睾に保存され村   

井茂之を再簸し上記の種であると学記されている0筆者も其の正当であると認める申で   

本燦フローラに加え肇ことにした○  

一こ一 丁こ’：－   



、 

3）マルバタチッぶスミレ 佑0地びβ1㍗つゅ¢どβ用ぶMakiら0  

本種はこネイタチツボスミレとタチッボスミレの中間の形腰を示すもので宮古及び一関   

地方より採集せる標本に本種と同定されべきものを見出した。（宮古：May22，19姐  

一関：Mayl，1949）  

4）ヒメ7，ギスミレ γ二 yerecundd var．excisa Maximdwicz   

筆者がさきにノ、イツボ久ミレと誤り，又農学部標本では単にアギスミレとしてあるもの  
26）  

。 ／であるが，LI1形の結城氏に倣いこれをヒメアギスミレと同定することにした○アギチミ  

レと認むべきものは他にあるのでそれは捻白銀で記して置いた。  

5）7．イリグンジスiレ Ⅴ・Vmqaia Fischer  
23）   

本種は満洲地方には磨く麻布し，根本，牧野両氏は樺太に達することを報じ又牧野博  

41）  士は八戸市山伏小路，近藤喜衛（ヒロエ）氏の庭前に栽植中るを報告されて居られる。   

岩手嘩では昭和21年8月（1946）岩淵初郎氏が盛岡市内梨大町小原松太郎氏宅の庭前に   

生育するを見出し，攻で筆者は盛岡市高松町袴田孝造氏宅其の他2，3 

るを見出した0何れも併有壬はユキノシ姦主混同しその来歴につい七郎口るごとが出来   

ない○多分に帰化植物的性状を有し今後分布が廣まる可能性があるので参考までに記載  

することにした。  

ヽ 8）ニネイタチツボスミレの2変種   

ケナシニネイ●タチアボスミレ 取0∂細αVar・g勿∂′αNakaiこネイタ≠ッボろミ  

レの無毛品である。（気仙郡兼峰村：Mayl¢，1934）  

シロ′ヾナニネイタチツボスミレ 佑 0鋸〟5α▼var・C戯執おMakipo 言ネイ冬チッボ  

スミレの白花品である。（東磐井郡猿沢村：Ma少7，J19ヰ9）  

7） 

ポそミレの無毛品である℃（宮古：May21，1949）  

8）フギレミヤマえミレ 佑助蕗みゑオブvar．ね√如才αねNakai糞線にネ亜欠刻のあるミ   

ヤマスミレの1晶，下閉伊豊間根相克川の採品，その地域のものは全部同型であった云・（豊   

間根：Ⅳby20，1945）  

9）オネハイスミレ 折ク頑動機如var．鹿ひα一滋∂点〝γ∂点〟β乃gダざH．．Koidzumiアフヒ  
43）   

スーミレの1変種で旬枝が四方に出る型である。（浅岸：Mayll，19如）？d、泉氏原記載と  
l  

＼   

不一・敦の≒ころがある′が同変種中の∵型と認めた。  
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岩手願のスミレ （菊地政雄）   

10）フィリヒナスミレ 佑・7七ゑβ（お〝αVar・γ伊吻′αNakaiヒナスミレの斑莫品（薄  

衣：May2，1949）  

1i）ヂチタ 

梗のみに粗毛を有するシt7スミレの1品（更木：JunelO，i937．鳥羽氏；金ヶ崎：   

June2，1949．猪苗代氏；盛岡本宮：May24，1947）  

12）プチグオネバキスミレ（新称）  

V701a br8Visi＊uhlia W・Becker  

Var．ciHala M．Kikuchi，Var．nOV．  

岩手の海岸地方にオネバキスミ】レの1品があって早くより注意していたが，しつかりし し  

た特徴をつかむことが出来ずに今日に至っている。痘適当学々生猪苗代正憲君が詳しい  

観察をなして，菓故に細毛があり茎や葉柄，．花梗の上部に経めて短かい毛（粉状毛）の  

あろことにぬて母程より区別レ得ることを明かにせられた。よって筆者は文献に親し新   

、変種たるべき要徴と認めたるを以て掛こ新変種として記載するごとにした。本変種は寮  

く北上山地の東部海岸地方の低山地に分布するものの如く，目下判明せる産地ぼ北履陸  

中久慈地方より南は陸前女川町に至る。陸前女川の産地は東北大学理学部膳菓庫の資  

料に基く。倍同数室には秋租隊横手町に近い相野々産の標本に同型のものがある由であ  
3）   

名占（同大学学生千田貞讃氏の報告による）村井氏の記載したオかヾ寺子ミレの産地丁重  

茂」は多分本変種となるものであろう。  

Description of the new variety：  

molabrel）ist＊ulataW．Becker  

Var．ciliaia M．Kikuchi，Var．nOV．  

LaminamargineCiliata；Cauie petiola占tpeduncula sursum  

pulveripubescentibus；Ceterum SpeCieitypisimilis．   

Nom．jap．Huchige－るbakis11mire（7チグオネ′ヾキスミt／）   

Hab・Prov．Rikutyu：Miyakoet Osawa（M・Kiku9hi．May23！1949）；  

OmotoetTanohata（M．Ki 

Prov・Rikuz甲：Takata（M・kikuchi，June5，1933）；f王irota  

（M．Kikuchi．May6，1934）；Onagawa（A．Kimura， 

－・・・〔79〕一  
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岩手麻のスミレ1（菊地啄堆）   

・ Sci．Univ．Tohoku）   

Prov．Ugo：Ainono（A．Kimura，May3， 

This varietyis6haracterizedbyits cilid foundalong th61eaf，margin占，  

anditspulverouspubesc号nCeOnthe／upperpartof thestem，Petioleand  

peduncle．Theplant was oft占n found′On，the woody areaof the coastal   

region along the Kitakamimauntain range，and very rarelyon the   

mountfootof the百umourltainrange流th占JapanSeaside．  

3・其の他2・3疑問の種類  

1）五黄山産のウスバスミレ  
40）   

日本本土産甲ウスバスミレに関しては牧野博士の報告以来攻の細く学名の変更が見られ  

るc  

l・坑 ∂ね乃劫W川d・（牧野，1905；植物学雉誌19巻71－72p．）  

2・析 ∂ね乃ゐvar．ひわねぎどβ乃S Nakai（中井う11922；植物学雑誌36巻58p．）   

3・V bねndd痴rク22is Nakユi（Nakai，1925；Bull・SOごやt・Fr・tj甲11・p・  

19）   

即ち最初牧野博士によりて Ⅴ∴ん勉批お（アそリカウスバスミレ）と同定された本種は   

後に中井博士も；よりて1新種Ⅴ・∂ね紹血ぢわr招ねと決定されて－・應の解決卑見たわけ   

である。然るに本学農学部標本庫には1908年．8月故山田立太郎氏によりて採重された   

五寒山産のウスバスミレの1型があり（多分，村井，南関両氏記載の原標本であろう）   

村井氏後に再鴇の上その有毛牲に塞きて析∂ね乃あ即ちアメリカウえ′ヾスミレである  

40）   
と同定手記されて、去られるJ牧野博士の最初の報告の申もご産執として陸前の五葉山（故  

／   

鳥窮民の採品）陸中の早池峯山（故山田氏の採品）をあげておられるから，鳥羽氏の採   

晶と山田悲採集のものが同物か異物戸、が極めて重要な間際を合ケでいるように如る0   

叫田氏の採品が村井氏の手記の如く果して 佑 ∂／α紹血であるとせば五重山は該種の  

甘本本土唯一・の確実なる産地と言うわけであるが惜しいことには花も奨もない不完全な  

もので凍違には繭時日を要するものと思われる、。今後の課題としてこの解決を探留ずる  

ことにしたいっ   

2）′岩手山，八幡季産のアラグキスミレ  

38）  3  6）  15）   
岩手叫八幡年産のダサバキスミレは中井博士の発表以藤村井氏，藤田ぬ松田氏等  

－〔白O j－   



岩手際のスミレ （菊地政雄）   

1；よりて屡々アラグキスミレと同定されている。実際煤内奥羽山系産のオネバキスミレ  

の多数の標本を検して見ると全く無電のもの握鞄どなく，多かれ少かれ葉柄，花梗，茎   

・のてと部に毛がある。又或る個俸は中井博士の原記載の如く茎，葉柄，葉脈及び花森は皆  

有毛と見られる。斯る個体のみをアラグキスミレと見るごとにするとiいろいろの嘩摩  

＼に右毛な型はどのように処理すればよいかが問泡と 

い意鱒こ解釈し有毛型卑皆アラグキスミレと見ると，本煤革のものは殆ど全部アラグキ  

スミレとなってしもうのである。故に今はこの間鱒こは深く立入らず，先輩諸氏の考え  

を尊重し本蘇には母種オネバーキスミレと変種アラゲキスミレ及び筆者によりて検出ノされ  

たフチグオか†キスミ′レの3種が存すると見ることたしたい。  1  

3）アブヒスミレとマルパケスミレ  

本紛こマルパケスミレ（坑√∂物β）の慶することの最初の記録は富樫，専ノ鱒両氏  
20）   

のも、のであろラ。これはそれまで未知であったわけではなく㌢ラヒスミレ 

（Ⅴ∴頑加励磁由）と顔認ざれていたためである。それだけこの両種は近似しているd  

マル′ヾケスミレは一般に乾燥qた林如こ見られ菓は心状卵形で旬枝を出さないがアブヒ  

スミレの方はフキ，ミツバ等の生える含粛性の所に見られ，要は腎臓形で多くは根本か  

ら旬枝を出すこと等で区別されるが中間型もあって裁然と陸別することが往々にして困  

難である。何れ盛岡附近にはアルバケスミレの正型とも見られる個体が沢山自生してい  

るので生態観察を詳しくやつて見て両種の関係孝明かにしたいと思う0 

Ⅳ岩手好走スミレ展縫邑錬  

以上で本餅蘇ろミレ属諸種り庸検討を経えたので、その結論として鼓忙稔臥妹を掲げることにじたd   

学名ほ本甲博士の日本埠物名東（昭和14年）によったが、其わ出版執て新に記載発表された分はそれ   

に従い出典を附託してある。聴疫採集者を明示する必要があると認めた 

を入れて走れを示すことにした。 

1．Ⅵゎん7αど〟ク形加α細LEDEBOUR、エブノタチッぷ－スモノレ  

猿沢，航神山，矢作卜竹駒，洛陽宮古，玉山，盛岡，倉手山健，松川泥臭  

Ⅴ平・がぬ物吻如月ARA ケナシエブ牢チッガスミレ  

官省（菊地；′瓦IAy21．ユ949）  

′ 2J佑 み狗グαLl事Al∃US キバナノコマノブメ  

岩東山駒ケ蒋，早池峯山，焼石乱入略本  

3．佑 ∂ね狩血〆彿〝ZねrNAEAl・ウスノヾスミレ  
l   
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岩手魅のスミレ （菊地政堆）  

早池寒山－、岩手山，賂川渡泉（阿部診氏），駒ヶ岳，八幡平（松田氏），焼石岳〔岩間氏），  

胆沢駒ヶ岳（岩淵持），頚川岳（鈴木氏），  

4・帆々楷東砂如拙W．BECE由  オ丸永キスミレ  

東川岳・岩手山，焼石岳，噂場  

Var㌧如血痕闘甘NAKAl アラグキスミ‘レ  

岩手山（村井氏），、八幡平（松田氏，藤田氏），松川絶泉し阿部彩氏）  

Var・√〟ね′dM・KIE口頭1var．nov． フチグオネ′ヾキスミレ∨（新藤）  

久慈，田野畑，小本，宮古，大沢，山田，高田，簾田，大槌（藤巻，上井両氏） 

5・析ど∂招〝α 馳体現R マル′ヾタスミレ，ニ應ヒケスミレ・エゾア′アヒスミレ  

′       盛岡，姫紳山麓，‘南昌山，鈴粗泉，田野甑，桑川（富樫，雪浦両氏），釜石（藤巻，上井  
両氏）  

6．1仁（肌ぬ∽MAKIyO  タカネズミレ  

岩手山，駒ヶ岳，一俵石蕗連峯の経塚山，六沢箋地（岩淵氏）  

7・坑βわα乃βがゐMAI∈1NO エブスミレ，エイダンスミ 

一関，藤沢，・猿沢，浅岸，娘紳山麓，小本，田野畑，宮古，鉛況泉，翌同相，花輪，滝沢， ●  
釜石，大槌，果椅，ツナギ  

■  

Var・壷吻助拘励MA荘1yO  ヒトツ′ヾエブス、ミ，レ  

浅岸（菊地‥I11ay18・1947）   

form．√α〝肋nl’yA瓦IA  シロバナエブスミレ  

猿沢（菊地：Apr．10．19301  

臥仇ノ裾助5α両・BECEER ミヤマツボスミ 

焼石番（岩淵氏，菊地）  

9・仇ノね㍗かわ和NAEAl ダイセンキ、スミレ  

（Jour・Jap・Bot・VOl．txv．No．7．i937）  

岩手叫（中原氏‥Jul・3？・1903；猪苗代氏：Jun・25・1949）  

Var．α〟∽あα′αNAEAl ミヤマキスミレ  

（′同   JT）  

岩手山（中原氏‥Jul・30・19Pの，頚川路（F・耳押酌氏：J眈e1932農学部標本），岩  

手山（Y・konno氏：Jlmel＿3・1931農学部模本） 

抑∴仇gり如硝ⅦA・¢RAl￥ タチッボスミレ  

ー閑・石切断，氷上山，廉恥埼岡，簗川，焼石番，釜石，大橋，果椅，藤沢，猿沢  

Var・如咋瑚窄NAI叫 ケタチッボスミレ  

姫紳山，猿沢，一関，黒沢尻，浅岸，東本，本宮，末略，t藤沢，束恥薄衣，凍上山，盛  

岡，橋場，梁川，焼石蒋，水沢，南都田，小山  
ヽ  

fom．ゐ雛甜祓払HAIもA  シロノヾナケタブボス」ミレ  

ー〔82】一   



岩手際のスミレ （菊地政堆）  

一大槌（上井氏十Mも9．1948），笛吹暗（小水内氏）。  

（備考）上井， 

小水内氏のものも採集地が近接しているので上記の種と推定されるも  

Var．♪〝ゆ〝柁gゐ√αんα露∠αMヰ鱒1HO チトメスミレ  

盛岡（繭田氏，菊地）  

11・Ⅴ・彪わ砂由S・MooRE 

一戸，盛岡，高田，田野払渡沢，区界，浅岸，猿択，鮭締出麓，太断薬川，乗橋，小  

山，一ノ関  

vaf．ノ朋妙α∂βf′NAEAl コサクラスミレ  

遠野（笹村民），ツナギ（菊地，猪苗代），桑川（富樫，彗浦…この産地は除外すべきである0）   

12．1二 助5α乃0α紹αMAXIHO   

′ ′Ⅴ卿．g勿∂川、NAEAl オ声タチッボスミレ  

黒沢尻，浅岸ト一関，早池峯山麓，猿沢，一戸，夏木，盛岡，焼石岳，若軌 ツナギ  

、‘I   

ぬr．・如扇蒜減AXAl ケオネタチッボスミレ  

ー閲，痕紳山麓，浅岸，黒沢尻，石切併，本官，一戸，仙人峠，ツナギ  

13．Ⅴ．肋ゑ如og BoISS柑ロ  マキノスミ、レ，ネッバスミ1レ  

藤沢，一関，黄海，′小本，小山（猪苗代氏），猿沢，薄ぬ黒石（岩淵氏），町野畑∴花巻  

躍泉，江刺都南陶（農学部篠本）  

1A 佑 椚α乃ゐ勿ク滋αW．BEC女ER 

Var．d翫舶＝領収Al スミレ，ケスミレ  

藤沢，一関，盛岡（考山），一戸，田野恥小本，滝沢，金ヶ崎，ツナギ，川動感岡，築  

川，焼石馬，ノ東橋，大槌，小沢，小山，藤沢， 

Var・〆αゐ和NAKAl ケナシスミ1レ  

藤沢，一本木，豊間根，岩崎，水流  

Var．α蕗βS√β〝ぶNAEAl コシロバナスミレ  

盛岡（加藤氏：l－1丑y24・193り，江刺都南周（Y・konno氏：甲aylO・19苧6農学部榎本）  

15・Ⅴニ 抑賂細－カ砂0乃わαNAXA′1 コスミレ  

藤沢，黒沢尻一 盛岡，猿沢，川井（岩基植によ／る），磯嬉（同上）  
90）  

（備考）富樫，雪ノ浦両氏の「桑川」はアカネズミレであったので除外するb  

19）            鈴木揖の「頚川岳」も祝しいので除外する。   

川．l’．拭力・（J付／／ゞl．i二、＼．＼1：l－く   

、    Var．g〝おねみ和KoM二AROV  イブキスミレ  

盛岡，藤沢，黒石野，浅岸，黒沢尻展陸地，一戸，滝沢，松尾，米内，藤沢，鵜乳ツナギ  

17．Ⅵ乃砂0おわαMAXIMOWICZ アフヒスミレ，ヒナブキ  

田野卿卜開脚，姫前山健，盛岡巨石切所，薄衣，藤沢，一関，′盛岡（岩山），機跨，集砧  
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岩手際のスミレ （菊地政雄）   

t  

焼石苗，果橋，釜石，草花  

var．（お紗α一勿通徹川底如吻ゐH．KoIDZVMl オ滴ハイスミレ  
浅岸（菊地：mayll・1947及びノnOV・22・1949・秋型）   

18．γ二 8如〃ざαMAElポ0  ニネイタチツボスミレ  

盛岡′，一関，小出，、高臥矢作，藤沢，黒沢尻，鮭神山建，田野払未略，南畠山麓，区  
＿   界，水沢  

Var．C尼めαグM岬1Ⅰ勇0  シロノヾナノニネイタチツボスミレ  
猿沢（菊地：may7・1049）  

var．gね∂用NAEAl ケナシニネイタチ少ボスミレ  
未略（菊地：品叩10．1如）  

19．Ⅴ∴0朗奴餌一朗如購昭雄血1HO・マル′ヾタチッボ入ミレ  
ー開｛菊地，準苗代：Ⅰムayl・1949），＼宮古（菊地‥may22・1949）  

20．γニイ刀払血房MAKIHO  クマルバスミレ  
碧  

一関，小本，浅岸，盛岡i藤沢，宮古，豊間根，粟桔，ツナギ  

21・坑♪肋ど㌍√αゆαMAXⅢOW柑Z アカネスミレ   

（TL CohiliiFranchetetSavatier・・・eXDr・Nakai；Jour・Jap・Bot二Vol・mi・  

No．7，1937）  

浅岸，滋民（東磐井部の），宮古，姫紳山麓，藤沢，一戸，一瓢小本，仙＜峠，闇薮，患  

石野，南昌山，桑川，焼石藩，鍋倉山，大槌，寒椿，猿沢，盛岡，ツナギ  

公．仇♪正昭〟J紳助L持闇AlミロS ケシ 

． 水沢（岩淵氏）・南都田（同上），小山（同上）  書  

由r・gね∂和NAIこAl シロノヾナスミレ・エゾシロ′でナスミレ  

藤沢，一戸，大槌，水沢，一関（藤沢氏）  
■  

Var．♪摘花β〝αqわ〝αNAKAl ヂクグシロスミレ  

盛岡の本宮（菊地：Inay24・1947），東本ぐ鳥羽氏＝ぬl占′10・1937），金ヶ崎（猪苗代  

氏：June2．1949）  

23・ⅥJ加藤肋W・BEC耶R 

小山（岩淵氏，菊地，猪苗代氏、），南都田（岩間氏），水沢（岩淵氏）   

24．帆．凡血道HE叫SI」】∃Y  アケポノスミレ 

姫紳山承，一瓢岩山，田野畑，小本藤沢・宮古，浅岸，高瓢仙人峠・立山・董，菓  

川，鍋倉山  
ノ  

汲 坑和ざわⅤ′αPuRSI‡ ナか、シスミレ，テンダチミレ・ナガチスミレ  

′一関，薄凌，猿沢，蓬莱山，門馬，区界，ツナギ  

28．佑 箪戊g夜露Pt7RSIト ミヤマス享レ  

．・ －〔84〕一   



岩手嚇のスミレ （菊地政雄）   

牒揃咄，草地寒山，氷上山，室根山，岩手山，松川浬泉（阿部彰氏），八幡卒〔枚田氏），  

門駄犬川，御所，陸石岳（岩淵氏），若柳（岩淵氏），笛吹峠（小水内氏）ト頑川番（鈴  

木氏），要務，豊間根・r酪（遊軍氏）  

Var．励ねJ也NAEAl アギレミヤマスミLレ  

豊間根（菊地：may20．1945）  

Var・γα乃喝ⅥJαNAEA1 フィリミヤマスミレ  

姫前山，八幡平（松田氏），葛振田（岩栽培による），岩手山，駒ヶ岳   

27．γ∵5玖閻ガお勧野彙 W．BECKER  アギスミレ  も  

御所，小岩井，姫紳成徳（安本氏），若柳（岩淵氏），一関（藤沢氏）  

Var．成bαタ滋α′αHoぷDA√ ハタカリアギスミγ  

或用（鳥羽氏）   

28：y．、7七尾β血乃αMAl【1HO  ヒナスミ′レ  

姫神山，眞滝，小山，盛岡，永上Ill，藤沢，猿択，浅岸，一戸，右切併，小本，宮古・畠  

形，鵜飼，南昌由仁若柳，永岡，区界，ツナギ  

Var．γα門喝Ⅶ′αNAlこA1 アイリヒナスミレ  
薄衣（菊地，＼阿瓢猪苗代：一山ayl・一1949）  

29トⅤパ咽頭矧旭MAX叩？WICオ  スぞレサイシン  

猿沢，沢内，南昌山，赤坂田（佐野氏），岩手山蔑，草地峯山鱒，粒川き監泉，姫締出・箱  

ケ森，南昌山，御明軌志和，毒，釜石，粂川，焼石岳，発病，若柳，ツナギ  

30・析 γα痴≠αFISC甲R フィリグンジスミレ  

盛岡（栽培又は帰化？）  

var．紹拗0〟わαMAEl鱒 グンジスミレ  

姫神山葡（加藤氏，猪苗代氏，阿部彩氏），巻堀（菊地：may25・1948），馬仙狭岩層（菊  

地：Jul．2．1947．及びmaシ8．1948），浅芹（加藤氏）  

31・γ」凱財散協傲匁A・GRAY ツボスミレ・コマ′ツメ・チョイスミレ車扱野氏） 

東本，奥中山，赦神山，一藤沢，岩手山髄，一関，盛岡，黒沢尻，門馬，重革，御明紳，駒  

ヶ蒋，草地寒山掛董，須川萌，八幡平，集鮎焼石晶ツナギ，釜石，乗務，水沢，ふ  

山，猿沢  

var．βガどゐαMAXIA王0ⅥrlC）Z  ヒメアギスミレ  

蓬常山，御所，姫神山，黒石野  

32．、仇γβめg紹gね餌Al；1事0 ノヂスミ与′レ  
藤沢（菊地：maylO・1930），盛岡（富樫氏‥Junel・1931）  

3㌃γ∵酵叫準ねMA女1丸IOW柑Z ！カグスミサレ  
●  

（仇Pycn砂hy肋FranchetetSユVatier・・…・eXDr・NAEAl；Jour・Jap・Bo  
†  
1．vol．XV．No．7，1937）  
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岩手魅のスミレ （菊地政堆）   

盛岡，小本，姫神山・狼沢，藤沢，高臥宮古，浅岸，下有佐，世田米，日形，一関，右  

切所，玉山，草地峯山蔑，ツナギ  

文  献  

和 川 忠次郎 し1925）・ 江刺郡植物分頒（江刺部誌附錬）  

村 井 三 郎（1925）． 岩手植物志 37二39Ⅰ〉． 
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／／  （1935）．  

菊 地 政 雄（1931）．  

淋 川 宗 吉（翫2）．  

薩 田一  裕（1932）・  

J／  （1935）．  

岩 淵 初 郎（1933）．  

岩手基準語植物目録（青森営林局刊）  

東山産スミレ科植物，東山‾の植物（隙）1巻嘩  

植物の種類より見たる八幡奉附近，岩手植物研究1巻2読17丁鎚p．  

窟手桔物新報知（2），こけもも（陪）9既24－26ア．  

岩手麻の高山癌物分布一党，岩手の山岳（別刷）  

岩手麻産植物の新報骨（其のニ）・岩手植物研究2巻噛51－53ア・  

焼石満と其の植物・岩手麻立水沢碗発学校々友会意‥校友v5竜虎て別痢）  

懐石蒋の植物，岩手教育13巻9読4、6－54Ⅰ）こ  

三陸嘩物分布資料（其のニ），岩手桓物研究2巻2読116P．  

岩手麻胆沢都植物日銀（其の六），東北博物界（陪）6掛54－155Ⅰ＞．  

（1934）．  

〝  （1935）・  

／／  （19371．  

（1937）・  

′J  （1943）．  

加 藤 蓮 輔・r1934）・  

松 田・孫 冶（1934）．  

柏 木Y吾 市（193与）．  

笹 村 辞 ニ（1937），  

小水内 長大郎（1939）．  

陸■P焼石岳植物日録，植物趣妹10巻2－3洪（別離）  

岩手際新分布植物，岩手植物研究▲2巷1読51－53Ⅰ＞．  

八幡平植物日銀，東北博物界（陪）5巻129二136P．  

三陸植物志（青森営林局刊）2早－26モア・  

上閉伊，こ気仙南都新分布植物岩手鱒物研軍2巻3険179－183p．  

岩手，乗橋地方植物志（陪）27←28p．  

陸中乗駒山、（須川路）植物日録・全域中博報2各1捗ぐ別刷）  

桑川放牧地の植物学的調査（岩手麻刊J35－36P．  

岩手麻南地方のスミレ属（未発表）  

－関蘭梅山スミレ案内記！東北生物研究1巻1既81⊥82主〉．  

訂正将捕 日本植物総覚フ55－772Ⅰ｝．  

日本植物聴覚補遺489－499Ⅰ】．  

コマP．ケ原著満洲恕物誌夢5巻190－226P．∴  

山形願蓉ス、ミレの詑1－3，フロラ山形（陪Jl読十3既  

1号■ 鈴一木華′冶 

20一 富 樫，雪ノ浦（1937）．  

2し 謁．・・沢 兢 瞭（1948）・  

22・  J／  （1949）． 

23・牧 野，根 本（1931）．  

24・一 枝＿本 望 爾（1936）．  

25・満城調査課（1930）． 

26・結 城 嘉 美（1936）．  

27・竹 内  亮（1932－19∂8）・ 九州のえミレl－5，顧問博物学雑誌1巻傾一1巷5読ぐ別尉）  

28・古 家 儀八郎・〔1938）・ 秋田勝爵スミレ科植物誌，林常会報263読28－40Ⅰ）．  

29・寺 崎 留 曹（1933）．  

30・  〝  （1988）・  

31・松 村一任．三（1912）．  

＼ 32－ 上 井，藤 巻（1949）．  

33・本 臼 正 次（1932）．  

34・   ／／   （1939）．  

35・中・井 猛之蓮（1924）．  

日本植物図譜159－178Ⅰ｝．  

続日本植物図譜2848－2773Ⅰ｝．  

帝鞠植物名鍵下巻371－訝2p．  

植物採集目線し筆石「高校友余生物班刊）ぐ際）28－30Ⅰ）．  

日本植物新報知▼（第79）‘（ラテン文，和文摘要），植物学雑誌46巻  

551既677壬－．及び724Ⅰ）．  

月不備物名彙223－230Ⅰ〉．  

スミレ雑記（1－2）植物学雑誌 36巻 423貌 52－61P及び424溌  

84－93P．  

日鮮植物管見（第43），（ラテン文，和文解読），植物学雑誌 47巻  3る．  〝  （1933）．  

ー〔86〕－   



岩手麻のスさレ （菊地政雄）  

55年読260】ヲ．及び8i7p．  

37．中 井 猛之避（1939）． 東鹿植物拾遺（第8），（ラテン文，和文解課），植物研究華認15巻  

7読401一一403Ⅰ）．及び417－418Ⅰ，．  

3年   JJ   （ユ928）． 新に褒が国籍に入るスミレ類（ラチア文，和文解説），植物学雑誌  

42巻50噌56一弱7f・及び591Pこ  

富太郎（1902）． 日本植物考察（承前），（英文），植物学雑誌16巻159p．  39．牧  野
 
 40・  ／／  （1905）．  1／  19巻71－72Ⅰ＞．  

（1929）． 植物研究雑誌6巻6靡（口絵）  

（1940）・ 牧野日本括物図鑑、308－321Ⅰ〉・  

〃
、
〃
 
 

43・′小 泉●秀一雄 し1936）． 植物採集記，共立女子薬事校友会雑誌「宇陀野」5波枕朗16P・  

総目敏 追  補  

ヽ  
34・mOね烏amtchaddlmtmBec良er▼etHultenvar・PubeicensMi’iabeetTatewaki  

ケオネバタ≠ツボスミレ 陸中薮川（外llり  
2） 16）  ノ   

筆者はさきに本論文に於て村井氏，柏木氏の報直せられた外叫産オネバタチッボスミレに関   

し，その標本の不完全な 

は本年5月25日その原産地なる薮川南外山地方に採集を試み，丹藤川， 

？ている瀬地帯に於て，曲沢阻粂吉氏が1906年6月24日採集の原標本に紛う方なき生品に接し   

親しくその生態と形態を観察した。而して本掛ま北海盛大学の宮部，舘脇両博よによ¢て記載   

命名せられたるケオ蒸′ヾタチッボス、ミレと認定するを得た。由来北方琴のオ漆′ヾタチッボスミ   

レの自本本土に於ける分布に関しては，前記村井，柏木両氏の報告の外，故飯柴永富氏により   

会津の尾瀬地方が報じられたが，て飯柴永富刊7占ラNo．17，i．930．・う何れも学者の承認するとこ   

ろとはならず，本州には分布ゼざることが定盆となっている。今回筆者は陸中薮川村外II儲地   

帯を以て層木本土に於ける唯＋軽実なる産地であることを再依託し追術として報告することに  

する。叉斯学の先達にして本趣の最初の発見採集着たる沢田兼吉氏の霊宙にこの小著を捧げて   

亜年来の疑惑を解決したるを報じ故人の瞑宿を斬りたい。   （1950，6，30，記す）  

ー「87j一－   




